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学部・研究科等の研究に関する現況分析結果（概要） 

 

学部・研究科等 研究活動の状況 研究成果の状況 

総合科学部、総合科学

研究科 
【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

文学部、文学研究科 【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

教育学部、教育学研究

科 
【３】 高い質にある 【２】 相応の質にある 

法学部、経済学部、社

会科学研究科 
【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

理学部、理学研究科 【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

医学部、歯学部、薬学

部、医系科学研究科 
【３】 高い質にある 【３】 高い質にある 

工学部、工学研究科 【２】 相応の質にある 【３】 高い質にある 

生物生産学部 【２】 相応の質にある 【３】 高い質にある 

情報科学部 【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

先端物質科学研究科 【３】 高い質にある 【２】 相応の質にある 

国際協力研究科 【３】 高い質にある 【２】 相応の質にある 

統合生命科学研究科 【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

法務研究科 【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

原爆放射線医科学研究

所 
【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

放射光科学研究センタ

ー 
【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

ナノデバイス・バイオ

融合科学研究所 
【２】 相応の質にある 【３】 高い質にある 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ⅛╠ ⅜ ⅝ↄ ∫≡™╢⌐╙ ╦╠∏⁸ ─

│ ≢ ─ 17.2 ⅛╠ ─ 23

╕≢ ⇔⁸ │ ≢ ─ 17,789 ⅛╠

─ 25,471 ╕≢ ⇔√⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ≤ ⅜ ⇔≡ ╩ ∆╢√╘─ 21 ⱪ꜡

☺▼◒♩ ⌐ ⇔≡ 28 ⌐ 18,530 ─ ╩ ∫√⁹

↕╠⌐⁸ ─ ─ ⅜ ≢ⱴכ♥⌂ ╩ ℮ ⱪ꜡

☺▼◒♩ ┘⌐ ─ ─ ⅜ ≢ⱴכ♥⌂ ╩ ℮

ⱪ꜡☺▼◒♩⌐ ⇔≡ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⅜⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─

ה ╩ ⇔⁸ ─ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ─ ⌐╟╣┌⁸ 27 ≤ ═⁸ 40

ה ה ─ ⅜™∏╣╙ ⇔√⁹≤ↄ⌐ ─

5.1 ќ13.6 ⅜ ⇔™⅜⁸↓╣│ ⅜ ⇔ↄ ↑√ ⱳ☻♩

┼─ ╛⁸ ⇔√ ─ ╩ ╕√│ ≢ ⇔≡™╢

⅜ ⅝™⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ 120 30 ╩ ⌐ ⅜ ↕╣√ₐ ₑ─

ה ⌐ ─ ⅜ ⇔≡™╢⁹ ╒⅛

─ ⅜ ⌐ ↄ⌂≥ ⌐⅔™≡ ╩ √⇔≡

™╢⁹ 30 ⌐ₐ   ₑ⅜ ↕╣⁸

─ ⅜ ╘╠╣╢⁹ 

ủ 30 ⌐ ⇔√ ⌐ ⇔⁸ ⅜ ⇔√₈

30 ₉─ ⱪ│⁸5,000כꜟ◓ ⅛ ─

╩ ⇔√ ╩ ⇔⁸ ╛ ─►▼

Ⱪ◘▬♩≢ ╛⅛⌐ ⇔√ 30 17 ─ ≤⇔

≡╙ ⁹↓─ │ ─ ╩ ╠⅛∆╢≤≤╙⌐⁸ ─

⌐╙ ∆╢╙─≢№╡⁸ ≤™℮ ⅛╠╙ ↕╣╢⁹ 

 

 

分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⁸ ה ה ⌐
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

⅝ ⌐≈™≡╙ ╩ ⇔≡⅔╡⁸ ─ ⅝ ⌐≈™

≡╙ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ─ ─™∏╣─ ה ⌐⅔™≡

╙⁸ ─ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ─ ⌐ ╘≡™╢⁹ ⇔√ ╩ ⅛╠ ∆╢₈

₉ ╩ ⇔⁸ ╩ ⌐ ⇔√⁹∕─ ⁸

─ │⁸ 29 ─ ⅛╠ ─ 10 ⌐ ⇔√⁹∕─ ⁸

─ 40 ─ │ 13.8 ≤⌂∫√⁹ 

ủ ⅜ ∆╢⌂⅛≢⁸ ⅝ │⁸ 28 ─ 197 ⁸

29 ─ 213 ⁸ 30 ─ 213 ⁸ ─ 198 ≤ ╩ ⇔

≡™╢⁹⌂⅔⁸ ─ ⅝ │⁸ 28 ─ 85 ⁸ 29 ─

88 ⁸ 30 ─ 84 ⁸ ─ 115 ≤⁸ ⌐ ™ ╩

⇔≡™╢⁹ 

ủ ─ ה ─ ⌐

⅔™≡⁸ │⁸ ⅔╟┘∕─ ≢ 30 ⅛╠

⁸ ≢ ⁸ ≢ ⁸ ≢ ⁸ ≢

25 ⅛╠ 29 ∞∫√⁹ ⌐ ∆╢ ─ ≢⁸

─ │ ™ⱪ꜠♀fi☻╩ ⇔≡™╢↓≤⅜ ≢⅝╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ─ QS ꜝfi◐fi◓≢⁸ │ 30 ─

⅛╠⁸ ─ 251-300 ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝√⁹ ≢╙ ⌐

⇔⁸ ⌂꜠Ⱨꜙ♥כ◦ꜛfi─ ⅜ ≢⅝╢⁹ 

ủ fl▫☺ꜛfi ☿fi♃⁸│≢כ ─ ⌂ ╩ ™√☿Ⱶ♫

הכ ╩ ⇔≡™╢⁹ 29 ⌐ 13 ⁸ 30 ⌐ 34 ⁸

⌐ 31 ─ ╩ ⇔√⁹↓╣╠─ │ ─ ⌐ ┘≈™

≡⅔╡⁸ ☿fi♃כ⌐ ╢ ≢─ │⁸ 29 ─ 18 ⁸

⅛╠ 30 ─ 22 ⁸ ⌐ ⇔√⁹ 
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分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⁸ ה ה ⌐ ⇔≡™╢

⅜⁸∕╣∙╣⁸11 ⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─ ה ╩

⇔⁸ ─ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ◦☻♥ⱶ ⌐⅔™≡│⁸ ◐ꜗfiⱤ☻─ ☿fi♃כ⌐

28 ₈ ☿fi♃₉כ╩ ⇔⁸ ─ ╩

─ ⅛╠ ∆╢≤™℮ ─ ⁸ 28 25 ⌐ ☿fi♃כ

◦fiⱳ☺►ⱶ₈ ≤ ─ ₉⁸ 29 18 ⌐

₈ ⌐ ∆╢ ─ ≤ ₉⁸

₈ ה ⌐⅔↑╢ ≤ꜞⱨ꜠◒♥▫fi◓₉⁸ 30 30

⌐ ₈ ─ ─ ≤↓╣⅛╠₉╩ ⇔√⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⅜⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─

ה ╩ ⇔⁸ ─ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ─╙≤≢ ≈─ ◒꜡ⱴ♅fi

⁸◕ⱡⱶ ⁸◐ꜝꜟ ┘ ≤ ≈

─▬fi◐ꜙⱬכ◦ꜛfi ⁸ⱪ꜠כ♩ ─

┘ ♪ꜝ♇◓♦ꜞⱣꜞכ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

ủ  ◄Ⱡꜟ◑כ │⁸ ≤

⌐╟╡⁸ 29 ⌐ ⌐ ↕╣√⁹ ≢│⁸

⌂ ─ ≤ ─ ⌐ ↑≡⁸ ─Ᵽ▬○ ─

≢№╢ ╩ ⇔⁸∕─ⱳ♥fi◦ꜗꜟ╩ ⌐ ⅝ ∆√╘─

╩ ∫≡™╢⁹∕─√╘⌐⁸ ─ ╩ ⅛≈ ⌐

≤∆╢◕ⱡⱶ ─ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ─ ╩

⌐ ╘╢ ─ ╩ ℮⁹↓╣⌐╟╡⁸ ⌐╟╢ ⌂Ᵽ

▬○ ─ ⌂ ⌐ ╡ ╗≤≤╙⌐⁸ ⌂ CO ─

╩ ⇔≡™╢⁹⌂⅔⁸ ⌐│⁸ ≤⇔≡ ╙

⇔≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⅜⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─

ה ╩ ⇔⁸ ─ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

⌐⅔↑╢ Science Citation Index │ 2,809 ≢№╡⁸

∕─ ≢⁸ ⅜ ─╙─⅜ 37 ⁸10 ─╙─⅜ 291 №╢⁹

╕√⁸ ─℮∟⁸ Top10 ⌐ꜟ♫כꜗ☺ ↕╣≡™╢ ⅜ 221 ⁸

Top20 ⌐ꜟ♫כꜗ☺ ↕╣≡™╢ ⅜ 552 №╡⁸ ↕╣╢ ─⅔╟∕

│⁸ Top20 ⌐ꜟ♫כꜗ☺ ↕╣≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ─ ≤⇔≡ ┘ ≢

≢ ⇔⁸ 26 ⅛╠ ⇔√ ≤ ≤─

ⱥ▪ꜞfi◓ ╩ ⇔≡ ⇔≡™╢⁹ⱥ▪ꜞfi◓⌐ √╡

─ ╩ ⇔⁸∕╣⌐ ≠⅝ ╩ ∫≡™╢⁹ ─

│⁸₈ ─ ה ₉⁸₈ ─ ה ₉⁸

₈∕─ ₉⁸₈ ─√╘─ ─ ₉ ≢№╡⁸↓

─ ╩ ∆╢↓≤≢ ┘ ─ ╩ ⇔⁸╟╡ ™

╩ ∆╢ ≤⌂∫≡™╢⁹↓─ ╩ ⇔≡ ⇔√ ⁸ ─ SCI

│⁸ 28 ─ 593 ⅛╠ ─ 842 ┼≤ ⌐ ⇔≡™

╢⁹ 

ủ ⌐⅔↑╢ SCI │ 2,809 ≢№╡ ₁ ⇔≡™╢⁹

∕─ ≢⁸ ⅜ ─╙─⅜ 37 ⁸10 ─╙─⅜ 291

⇔≡™╢⁹╕√⁸ 2,809 ─ ─℮∟⁸ ♩♇ⱪ 10 ⌐ꜟ♫כꜗ☺

↕╣≡™╢ ⅜ 221 ⁸♩♇ⱪ 20 ⌐ꜟ♫כꜗ☺ ↕╣≡™╢ ⅜

552 ⇔≡⅔╡⁸ ⅛╠ ↕╣╢ ─⅔╟∕ │⁸

♩♇ⱪ 20 ⌐ꜟ♫כꜗ☺ ↕╣≡™╢↓≤≤⌂╢⁹↓─↓≤⅛╠╙⁸

─ ─ ─ ↕⅜℮⅛⅜ⅎ╢⁹ 

ủ ─ ≢│⁸ 18.3 ⁸ 37.3

⁸ꜝ▬☿fi☻ 28 ⁸ꜝ▬☿fi☻ 7,134 ≤⁸ ≤

⇔≡ ⌐ ⇔≡™╢⁹ ⌐ꜝ▬☿fi☻ ⌐≈™≡│⁸ ┘

≤╙⌐ ≤ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 
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ủ ─ ⌐ ≠⅝⁸ ⅛╠ ╩ ∫

≡™╢⁹ ⅜ ╘╠╣√ⱳ☻♩⌐╟╡⁸ 73 ─ ╩

─ ╗ ⇔√⁹ ┘◖fi♁כ◦▪ⱶ ⱳ☻♩╩

⌐ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸73 ─℮∟ 34 ─ ─ │ ⌐

╢ 29 ≤⌂╢⌂≥⁸ ─ ⌐ ╘≡™╢⁹ 3

 

ủ 26 ⌐ ⅜ ↕╣√

AMED ⌐≈™≡⁸ ⌐ ≤⇔≡─ │ 82

≢⁸ │ ≢ 27 5000 ⌐ ╢⌂≥⁸ ⌐ ─

⌐ ╘≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⁸ ה ה ⌐ ⇔≡™╢

⅜⁸∕╣∙╣⁸38 ⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─ ה ╩

⇔⁸ ™ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 

⌐⁸₈2015 ─ C ►▬ꜟ☻─ ≢─ ≤ ⌐ ∆╢

⸗♦ꜞfi◓ ₉ ┘₈2016 ─ B ►▬ꜟ☻─ ≢─ ⁸

⌐ ∆╢⸗♦ꜞfi◓ ₉│⁸ ⌐╙ ה ה ⌐╙ ⇔≡™╢

≢№╢⁹ 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ╩ ⇔⁸╟╡₈ ₉ ₈ ₉ ⌐╟╢ ⌂

≤ ╩ ≤⇔√ ₈ ◖ⱬꜟ◖ ₉╩

⌐ 30 ⁹ √⌂ ─ ┘ ─

╩ ╢↓≤⌐╟╡⁸ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤∆╢⁹ ⌂

11 ⁸ 11 ⁸ 45 ⁸ 11

⁹ 

ủ ⌐⅔™≡ ─ ⅜╖╠╣⁸ ≢№

╢ 27 ≤ 30 ╩ ∆╢≤⁸ ≢

27 45.6ќ 30 92.1 ≤⌂∫√⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ │⁸ ─ ⅛╠ 30

⌐⅔™≡ ╩ √∆≤≤╙⌐⁸∕─ ☿fi♃כ≢№╢

₈ ה ☿fi♃כ HRRC ₉─ ⌐ ╩ ⅞⁸↓─☿fi♃

≥כ ⅜ ⌂ ╩ ℮ ╩ ⇔√⁹ 

ủ ⁸ ⁸ ⌂≥⁸ ─ ⅜ ≤⌂∫≡ ⇔√

₈└╤⇔╕╙─≠ↄ╡♦☺♃ꜟ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⅜ 30

⌐ ↕╣√⁹ ─ ה ⌐

↕╣⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ≠⅝ ⌐╟╡⁸ ꜠ⱬ

ꜟ≢♦☺♃ꜟ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi╩ ⇔≡™ↄ√╘─ ™ ╩ ⇔≡™

╢⁹ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ≤⇔≡⁸ ╩ ⌐⁸╙─≠ↄ╡♦

☺♃ꜟ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi⌐ ╢ ≤ ╩ ⇔≡™ↄ√╘─

≤⇔≡₈♦☺♃ꜟ╙─≠ↄ╡ ☿fi♃₉כ╩ ⇔√⁹ 

ủ ╩ ⌐ ⇔√⁹ ≤ ╩ ⇔⁸

≤─ ╩ ⅎ√ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 

  



広島大学 工学部、工学研究科 

- 19 - 

分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⁸ ה ה ⌐ ⇔≡™╢

⅜⁸∕╣∙╣⁸20 ⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─ ה ╩

⇔⁸ ™ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 

⌐⁸₈ ☿ꜝⱵ♇◒ ─ ≤ ⅔╟┘ ┼─ ₉ ┘₈

⌐ ∆╢ ─ ≤ ┼─ ⌐ ∆╢ ₉│⁸

⌐ ⇔≡™╢ ≢№╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ SCI │ ⌐ ⇔≡⅔╡ 27 250ќ 30

300 ⁸╕√⁸ fiⱳ☺►ⱶ◦ה ─ ⁸ ⁸ ╛

⌐≈™≡╙ ⇔⁸ ─ ╩ →╢⌂≥⁸ │ ⌐

↕╠⌐ ⇔√⁹ 
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ⇔√ ┼≤ ⇔≡™ↄ√╘⌐ ⅜ ╩ ℮₈▬fi

◐ꜙⱬכ◦ꜛfi ₉⌐⁸ 25 ⌐₈ ה

☿fi♃₉כ ≤─ ╩ ⇔≡⁸ ╩☼כ♬ ™ →╢◦☻

♥ⱶ╩ ⇔⁸ ╢∆כⱨꜟ◌Ᵽ╩☼כ♬─ ה ╩

∆╢⁹ ⅜⁸ 26 ⌐₈ ─ ☿fi♃₉כ ▪☺▪

Ⱡ♇♩꞉כ◒╩ ∟ →⁸ ─ ≤ ╩♩כꜟ◒ꜞ─ ™⁸

─ ╩ ╢⁹ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

─ ⌐ ⅎ≡⁸ 29 ⌐│₈ ╩ ℮ Green 

Revolution ╩ ∆╢ ₉ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⌂≥⁸ ⌐ ╦╢ ™ ─ ─ ╩

⇔≡ ⌐ ⁸ ╩ ╢⁹ ⅜⁸▬fi◐ꜙⱬכ◦ꜛfi ⌐ √⌐

↕╣√⁹ 

∂ↄ 29 ⌐│₈ ה ☿fi♃₉כ⅜▬fi

◐ꜙⱬכ◦ꜛfi ⅛╠ ┼≤ ↕╣√⁹ ≤⇔≡─

≤⇔≡⁸ ⌐╟╢ ╖ ↑ ─ ⅜№

╡⁸ ╛▬fi♪⌐⅔↑╢ⱷ☻∞↑╩ ⇔√™≤™℮ ⌐ ⅝ↄ ≢

⅝⁸╕√ ♩♇ⱪ꜠ⱬꜟ─ Nature Protocols iF:11.334⁸citation 

score 12.65 ⅛╠ ╩ ↕╣√⁹ 

ủ 22 27 ⌐ ⅝ ⅝⁸ 28 30 ⌐╙

╩ ⇔√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ≢ ⇔⁸

╛ ─ ╩◘ⱳ⁹√⇔♩כ ⌐⁸ 30 ⌐│⁸ ─№╢ ╩

∆╢ ╩ ⌂ ≤⇔≡ 11 ה 3,000 857

▪♇ⱪ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐╟∫≡ SCI ╩ ∆

╢⌂≥─ ⌐≈⌂⅜∫≡™╢⁹ 

ủ ⌐⁸ №√╡─ ⅜ ⇔√↓≤

⌐ ⅎ≡⁸ ╛ ⅛╠─ ⁸∆⌂╦∟ ⁸ ⁸

┘ ≤╙∆═≡ ⌐№╢⁹ ⇔√ ⌂ │⁸ ─

≤⅔╡≢№╢⁹ 
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fiꜛ◦כⱡⱬ▬ה  ╩ ⇔√

⌂ ╩ ∆╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⁸ 30 ⅛╠

 

ה AMED ♫◦ꜛ♫ꜟⱣ▬○ꜞ♁כ☻ⱪ꜡☺▼◒♩ 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ  ─ ─ ⁸ 30

⅛╠  

ה ה  ⌐╟╢ ╖ ↑  

30 ⅛╠  

ה  ₈ ⌂ ─

╩ ⇔√ ─ ─ ₉ 28 ⅛╠ 30  

ה  ⱪ꜡☺▼◒♩  ▬Ⱡ─ ◖☻♩ ה ה

⌐ ∆╢ ─ ≤ DNA ⱴכ◌כ─ ₈▬Ⱡ─ꜞfi─ꜞ◘▬◒ꜞ

fi◓⌐ ╦╢ ─ ≤ DNA ⱴכ◌כ─ ₉ 25 ⅛╠

29  

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⁸ ה ה ⌐ ⇔≡™╢

⅜⁸∕╣∙╣⁸ ⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─ ה ╩

⇔⁸ ™ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 

⌐⁸₈X ╩ ∆╢ ♃fiⱤ◒ ─ ה ⌐╟╢

╖ ↑ ₉│⁸ ה ה ⌐ ⇔≡™╢ ≢№╢⁹ 
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９．情報科学部 
 

 з ─   24  

 

 и ─   24  
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ╣≡™╢ ⅜№╡⁸ ─ ה ╩ ⇔⁸

─ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 
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10．先端物質科学研究科 
 

 з ─   26  

 

 и ─   27  
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

─ ≤ ⌐ ╩ ℮↓≤≢ ⌐╟╢ ╩

⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╩ ⇔√╡⁸ ─ ╩ ⇔≡™

╢⁹╕√⁸ ─ ╩ ⌐ ∫≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ ─ │⁸ ─ ™ ╩◖fi☻♃fi♩⌐ ⇔≡™

╢⁹ ⌐⁸Nature Materials IF38.9 ⁸Nature Physics

IF20.1 ⁸Science Advances IF12.8 ⁸Nature Communications IF11.9

⁸Physical Review X IF12.2 ⁸Journal of Materials Chemistry A

IF10.7 ⁸PNAS IF9.5 ⁸Physical Review Letters IF9.2

⁸EMBO Reports IF8.4 ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ≢ ─

Physical Review ⌐│ 54 ⁸ ≢ ─ J. Appl. 

Physics⁸Appl. Physics Lett.⁸IEEE J. Solid State Circuit ⌐

⇔≡™╢⁹ 

ủ ─ ≤ ⌐ ╩ ™⁸ ─ ≢ ╩ →≡™

╢⁹ ⌐╟╢ ─ │ 28 34 ⁸ 29 45 ⁸

30 38 ⁸ 16 ≢№╢⁹ ─ ⌐│⁸Nature 

Communication⁸Proc. Natl. Acad. Sci. USA⁸Physical Review Letters⁸EMBO 

Reports ≤™∫√ ⁸Physical Review B⁸Physical Review E⁸Physical 

Review X, Cell Chemical Biology⁸mBio⁸J. Biol. Chem.≤™∫√ ⌐

↕╣√ ╩ ╗⁹ 

ủ ◖Ⱶꜙ♬♥▫≢─ ╛ ⌐ ⇔⁸ ↄ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ ∆

═⅝ ≤⇔≡│⁸ 28 ⌂╠┘⌐ ה

29 ⁸ ⁸

ה 29 ⁸

29 ⅜№→╠╣╢⁹ ─ │⁸ ─ ⅜

™⌐ ◖Ⱶꜙ♬♥▫⌐ ⇔≡™╢↓≤─ ≢№╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ─ ╩ ⌐ ™⁸ ─ ─ ⌐ ∆╢
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─ ─ ╩ ⅎ╢ 9.1 ╩ ⇔

√⁹ 

ủ ─ ─ │⁸ ⁸ ≤─ ⌐╟╢

⅜ ™↓≤≢№╢⁹ ─ ⌂╙─≤⇔≡⁸ⱷ♃fi ⌐

╟╢ Ᵽ▬○ⱴ☻ 2,850 ⁸ ─

√╘─ 8,830 ⁸CREST

310 ⁸ ALCA 5,250 ⁸ ╩

∆╢ Ⱡ♇♩꞉כ◒ ⱪ꜡◓ꜝⱶ 5,790

⅜№→╠╣╢ ⅛∫↓ │ 28 ⅛╠ 30 ─ ⁹╕√

≤─ ≢─ ─ │⁸2,710 28 ⁸4,650

29 ⁸5,290 30 ≢№╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⅜⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─

ה ╩ ⇔⁸ ─ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 

 

 

 



広島大学 国際協力研究科 

- 28 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．国際協力研究科 
 

 з ─   29  

 

 и ─   30  
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

─ 33 ─℮∟⁸ ⅜ 15 ⁸

⅝ ⅜ 11 ⁸ ⅜ 11 ≤⌂∫≡™╢⁹╕√⁸Science Citation 

Index │⁸ 58 ≢⁸ ≤ ⇔≡ ⇔⁸Top10

╙ 8.75 ≤ ╩ ∫≡™╢⁹↕╠⌐⁸

⅜ ⇔≡™╢₈ ─ ₉ ⌐ ↕╣≡⅔╡⁸

╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ 28 ─ ─ ⌐ ↑≡⁸ ⁸ ⁸♥

♬ꜙ▪♩ꜝ♇◒ ╩ 25 ⅛╠ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸

─ 33 ─℮∟⁸  15 ⁸ ⅝  11 

⁸ ⅜ 11 ≢№∫√⁹ ⌐⁸ ─ │ 33.3 ≤⌂

∫≡™╢⁹ 

ủ SCI │  58 ≢⁸ ─  25.3 ≤

⇔≡ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸Top10 ╙  8.75 ≤⁸ ─ 7.3 

╩ ∫√⁹╕√⁸Clarivate Analytics ─ ꜞ☻♩⌐╟╡⁸ ⅛╠

─ ⌐╟╢ ╩ ∫√≤↓╤⁸ ꜠ⱬꜟ─ │ 55  

13.75 ≢№╡⁸ ─  8.75 ╩ ⅝ↄ ⅎ╢ ≤

⌂∫√⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ JSPS ─₈ ─ ₉≤⇔≡⁸ 28

⌐♃▬ⱪ B₈CLMV ─ ⌂ ⁸ ⁸ ⌐ ∆╢ ≤

─ PEACE ⱪ꜡◓ꜝⱶ ₉⁸ 29 ⌐♃▬ⱪ A₈

╩ ∆╢▬ⱡⱬכ◦ꜛfi ─√╘─ ꜞfi◔כ☺

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ILDP ⱪ꜡◓ꜝⱶ ₉⅜ ↕╣√╒⅛⁸₈ ▪

◌ꜞⱨ▪ה▪☺ ₉─ ╛⁸ ⌐

JST ─₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ SATREPS ₉

 317,000 ⌐ ↕╣╢⌂≥⁸ ─ ⌐╙ ╩

╣≡™╢⁹ 
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ủ ─ ╩ ℮ ⱪ꜡◓ꜝ

ⱶ⁸ JICA  ⁸ ⁸▪ⱨꜞ◌─

─√╘─ ▬♬◦▪♥▫Ⱪ ABE ▬♬◦▪♥▫Ⱪ ⁸

JDS ⌐╟╡⁸ ─ ╩ ⅎ╢ ╩ ╘╢─╖⌂╠∏⁸

ↄ─ ⅜▬fi♪Ⱡ◦▪ה▬☻ꜝⱶ ▬fi♪Ⱡ◦▪ ꜟכ◘ꜝ♦╛

ⱨ▫ꜞⱧfi ⁸◌▬꜡ ◄☺ⱪ♩ ⌂≥⁸∕╣∙╣─ ─

⌂ ≢ ⌐ ∟⁸ ─ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状
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12．統合生命科学研究科 
 

 з ─   32  

 

 и ─   32  
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ SCI │ ⌐№╡⁸ №√╡─ SCI │ 28

─ 1.51 ⅛╠ 30 ⌐│ 1.91 ⌐ ⇔≡™╢⁹ ─

≢│⁸ ─ ≤⇔≡ №√╡─ ─ ⌂™ ─ ⅜

╦∫√√╘⁸ │ ⇔ ⅜∫≡ 1.53 ≤⌂∫√⁹ Top10 │

28 ─ 11 ⅛╠⁸ 29 ─ 15 ⁸ 30 ⌐│ 23 ⌐ ⇔⁸

─ ≢│ 21 ≢№∫√⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ≤⇔≡─ ≤⇔≡⁸ ⌐╟╢ ╖ ↑ ─

⅜№╡⁸ ╛▬fi♪⌐⅔↑╢ⱷ☻∞↑╩ ⇔√™≤™℮

⌐ ⅝ↄ ≢⅝⁸╕√ ♩♇ⱪ꜠ⱬꜟ─ Nature Protocols

iF:11.334, citation score 12.65 ⅛╠ ╩ ↕╣√⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⁸ ה ה ⌐ ⇔≡™╢

⅜⁸∕╣∙╣⁸16 ⁸10 ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─ ה ╩

⇔⁸ ─ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 
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13．法務研究科 
 

 з ─   34  

 

 и ─   34  
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ⱪ꜡☺▼◒♩≤⇔≡⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐ ╦╢ ─

┘ ─ ╩ ≤⇔√₈ ⌐ ╦╢ ─ ┘

₉⅜⁸ כ♃fi☿ה☻ⱦכ◘הꜟ●כꜞ ╩ ≤⇔≡ ↕╣≡

⅔╡⁸ ─ ≤ ╩⇔≡™╢⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

ה ה ⌐ ⇔≡™╢ ⅜⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸

─ ה ╩ ⇔⁸ ─ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 
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14．原爆放射線医科学研究所 
 

 з ─   36  

 

 и ─   37  
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ SHAMISEN ⱪ꜡☺▼◒♩ Nuclear Emergency Situations - Improvement of 

Medical And Health Surveillance ⌐ ⅜ ⇔⁸ ╛ ─ ≤

≤╙⌐ ─ ⅜Ᵽꜟ☿꜡♫⁸ ⁸ⱵꜙfiⱫfi⁸○☻꜡⁸Ɽꜞ≢

↕╣√⁹ 

ủ ꜠ⱬꜟ─ ≢№╢₈ ┌ↄ ☿fi♃₉כ

┘₈ ה ☿fi♃₉כ─ ╩ ℮ ≤⇔≡⁸

⌐ ╩ ⇔⁸ ⌂ ⅛╠ ⌐ ∆╢↓≤≢⁸ ─№╢

─ ≤ ⌐ ╡ ╪≢⅔╡⁸ ⌐ ∆╢√╘─

ה ⌂ ≤ ╩ ⇔√ ≢─ ╩ ⅎ╢ ╩

⇔≡™╢ 

ủ ┌ↄ Ⱡ♇♩꞉כ◒ WHO-REMPAN ─ꜞ◄♂fiꜝⱲ⁸

IAEA ─ ⱷfiⱣכ⌂≥≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹

│⁸↓╣╠─ ─ ╩ ∫≡⅔╡⁸ ─↕

╠⌂╢ ╩ ⇔ ╘ ≢─ⱪ꜠♀fi☻╩ ╘╢√╘⁸ ↄ ⌐

╦╢ ≢ ↄ─ ⌂ ⌐ ≤⇔≡ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

ủ │⁸₈ ה ₉─

≤⇔≡⁸ ┘ ┤ↄ⇔╕

☿fi♃כ─ ≤Ⱡ♇♩꞉כ◒ ╩ ⇔≡⅔╡⁸ 28

⅛╠ ╕≢⌐ ≢₈ ⅛╠ ╩ ⅎ╢

₉₈ ─ ⌐ ↑≡₉₈ ≤∕─ ⌐ ↑√◖Ⱶꜙ♬♥▫

≢─ ₉₈ ⌐⅔↑╢ ┼─ ─ ╩≥─╟℮⌐

ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╕∆⅛ ₉╩♃▬♩ꜟ⌐ →╢ ─ ◦fiⱳ☺►ⱶ╩

⇔⁸ ─ ┼─ ─ ─ ≤⇔≡™╢⁹ 
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分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⅜⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─

ה ╩ ⇔⁸ ─ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 
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15．放射光科学研究センター 
 

 з ─   39  

 

 и ─   39  

  



広島大学 放射光科学研究センター 

- 39 - 

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔優れた点〕 

ủ │⁸ ─ 97 ⅛╠

28 ⅛╠ ─ 141 ┼≤ 45 ⇔√⁹╕√

╙ 97 ⅛╠ 127 ⌐ 31 ⇔⁸ ╩ ╗ ─

╙ 93 ⅛╠ 152 ⌐ 63 ⇔√⁹ 

ủ ⅜ ⌐ ⇔⁸ ⅜ 41.8

⌐ ═ 68 ≢│ 63 ⇔√⁹

│ ─ 13.8 ⌐ ═⁸ │

20.3 ≤ ⇔√⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ☿fi♃כ≢ ⇔√ ≤™℮ ⌂ ≢─

─ ╩ ⌐ ↄ ⇔⁸ ─ ╩

⇔√⁹ 

 

 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⁸ ה ה ⌐ ⇔≡™╢

⅜⁸∕╣∙╣⁸ ⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─ ה ╩

⇔⁸ ─ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 
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16．ナノデバイス・バイオ融合科学研究所 
 

 з ─   41  

 

 и ─   42  
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分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

─ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

〔特色ある点〕 

ủ ≢╙ ─☻▬fi◓♦Ᵽ♬כꜞ◒☻╪⅜ ⌐ ⇔≡⁸

AMED ה  ⱪ꜡

◓ꜝⱶ⌐₈ ⅜╪ ₉⅜ ↕╣⁸♫ⱡ♦Ᵽ▬

○▬Ᵽה☻ ╩ ≤⇔≡ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ≤ ╩

⇔⁸ ╩ ⇔√⁹↓╣⌐ ≠⅝₈ ╩ ≤∆╢

₉─ ⁸ ₈ ⌐╟╢

─ ₉⅜ ↕╣⁸ ╩ ⇔√⁹ ⌐⅔™≡Ɽ▬

꜡♇♩ ≢ 100 ╩ ⇔⁸ ┼ ↑√ ╩ ⇔≡™

╢⁹ 

ủ ♫ⱡ♦Ᵽ▬☻הⱣ▬○ │⁸ 24 ⁸

♫ⱡ♥◒ⱡ꜡☺כⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ⁸ ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ 16 ─

≈⌐ ╩ⱶכꜟfiכꜞ◒כⱤכ☻⁸╣┌ ─ ה ⌐

⌐ ⇔⁸ ╛ ╩ ≢ ⇔≡™╢⁹ 30 │

52 ≢⁸ ⌐╟╢ │ 6,280 ≢№╢⁹♫ⱡ♦Ᵽ▬☻הⱣ▬

○ │ ♫ⱡ♥◒ⱡ꜡☺כⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ ─

─ ≢⁸ ─ CMOS ♅♇ⱪ╩ ⌂ ≢№╡⁸AI IoT

⌂≥─☿fi◘הכ ◦☻♥ⱶ⅜ ⌐ ≤⌂╢ ≢∕─ ≤

⌂∫≡™╢⁹ 
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分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

⌐ ⇔≡™╢ ⅜⁸ ≤─ ╩ ↑≡⅔╡⁸ ─

ה ╩ ⇔⁸ ™ ⌐№╢≤ ⇔√⁹ 

⌐⁸₈ ─☻▬fi◓♦Ᵽ♬כꜞ◒☻╪⅜ ₉│⁸ ⌐ ⇔≡™

╢ ≢№╢⁹ 

 

 

 

 


